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資料２



住民が必要性を
感じ主体的に取
り組みたいことを
応援する。

お互い知恵を出
し合い、協働し、
課題解決に導く。

必要とする人に
資源をつなげる。

（厚生労働省介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインより抜粋） 吹き出しは加筆 2

やる気にある人を
中心に、活動創出
のために必要な
人に参加を促す。
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生活支援体制整備事業は「住民主体」で進める事業

◼ 「住民主体」は「住民まかせ」ではない。
✓ 「主体的にやってください」ではなく、
「主体的にやりたい」人や活動に働きかける。

✓ 協議体は状況に応じて柔軟な構成とする。

◼ 住民の想いを活かすための支援をする。
✓ 気持ちはあっても、何をしていいかわからない、ノウ
ハウがないこともある。情報収集・共有の場、人的交
流等の支援は必要

✓ 高齢者支援だけを視野に入れる活動ではないため、
庁内連携、行政・SCとの情報連携は非常に必要。

◼ 住民周知を意識的に行う。
✓ 取り組みや活動を必要な人に届けるために、チラシ、
冊子、通信、ホームページ等での周知も必要。また、
周知は活動者のモチベーションアップにもつながる。

生活支援体制整備事業を進める上で必要な視点



主体的にやりたい人を集めるために、フォーラムで助け合いの大切さを
伝え、共感した参加者に「支え合いを考える会」 （助け合いの勉強会）
への参加を呼びかけた。

資源開発：
協議体は住民主体で取り組む体制となっているか

埼玉県川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

※さわやか福祉財団は、平成２９年度の
埼玉県地域包括ケアシステムモデル事業
の生活支援モデルアドバイザーとして、
埼玉県川島町を担当した。 4



チラシの配布が
SCと地域がつながる第一歩となった

資源開発：
協議体は住民主体で取り組む体制となっているか

埼玉県地域包括ケアシステムモデル事取り組み報告資料より抜粋 5



「支え合いを考える会」（助け合いの勉強会）を経て、地域のために助け合
いを進めたいと思いを持った住民により「地域の話合いの場」（第２層協議
体）を結成した。第１層協議体は、第２層協議体の立ち上げ支援を行った。

資源開発：
協議体は住民主体で取り組む体制となっているか

埼玉県川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料 6



① 協議体はやりたい人が主体的に動ける構成とする。
• 協議体は自ら参加を希望する人を中心とした構成を推奨。

• 特に第２層協議体については、協議体の中に「ワーキング
グループ」等を設置するなど、やりたい人が参加できる工
夫をすると良い。

② 協議体は状況に応じ、位置づけや構成を柔軟にする。

• 協議体委員の他に、活動に応じてオブザーバー参加を求め
るなど、メンバーの追加・変更があってもよい。
（例：社会福祉法人の送迎車両を活用した買い物支援の話し合いの際、
その法人にもオブザーバー参加してもらう等）

• 協議体は状況に応じて柔軟に設置する。再編成、分科会、
位置づけの変更などがある。

資源開発：
協議体は住民主体で取り組む体制となっているか

7



8

ネットワークの構築：
情報共有・協働につなげる支援をしているか

協議体委員の連携（第２層協議体協議体情報交換会）

第１層、第２層協議体委員が参加し、各協議体を越えての情報交換会を実施。お互い
の活動を共有することで、自身の活動へのヒントを得るとともに、協議体同士がお互
いを支援するための基盤づくりを行っている。 埼玉県川島町の取り組み
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ネットワークの構築：
情報共有・協働につなげる支援をしているか

第２層協議体リーダー・副リーダー会議
（現在は「第１層協議体」と位置づけ）

第２層協議体にはリーダー・副リーダーを定期的に行うことで、情報共有、協議体を越
えての協働が進み、第２層協議体が活性化した。地域食堂等の取り組みのあるため、
子どもや障がい者支援の情報が共有されることもある。
今年度より旧第１層協議体を解散し、当会議を「第１層協議体」として位置付けた。

埼玉県川島町の取り組み



必要な人に必要な情報を届けるため、
町内の社会資源を整理し、見える化に取り組んだ

ニーズと取り組みのマッチング：
必要な人に活動情報を届ける工夫を行っているか

川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料 10



ニーズと取り組みのマッチング：
必要な人に活動情報を届ける工夫を行っているか
⚫ 住民主体の集いの場を洗い出し「地域支え合いマップ」としてまとめた。
⚫ 掲載する項目は住協議体で検討し、掲載写真は、協議体委員の協力で集めた。
⚫ 行政・社協・包括の事業が掲載された従来の「シニアライフ便利帳」に組み込ん
で「地域支え合いマップ」を作成することで、新たな予算をかけずに作成した。

⚫ 専門職にも配布し、地域資源の活用につなげている。

川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

地域ケア会議等での
専門職への地域
情報提供にも活躍
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関係者との連携

• 行政・ＳＣにて前年度の総
括に基づき、年度計画の
素案を作成。

• 年度当初に協議体で共有
し、委員から意見をもらい
年度計画に反映。

• 年度計画で関係者の方向
を統一して事業を進める。

年度計画作成・共有による
関係者の意識統一

埼玉県川島町の取り組み

日頃の行政、SC・協議体との
情報のやりとりも重要。



◼ 協議体の活用と効果的な運営
• 協議体は住民主体で必要な活動を具体化する話し合いの場で
あり、主体的に取り組みたい人が参加できる体制とする。

• 住民の想いを活かし、具体化につなげるためにも、情報共有、
人的交流、現場視察など、協議体が活性化するための支援は
効果的である。

◼ 生活支援コーディネーター・協議体、行政担当者との連携
• 高齢者だけを視野に入れる活動ではないため、庁内連携等に
よる情報収集や、定期的な情報交換は非常に重要。

• 定期的な打合せや、年間計画作成等を通して、方向性の見え
る化をし、関係者全員の目線をあわせていく。

◼ 行政担当者の関わり方
• 住民の声を聞いて後方支援を進める。例えば、方向性の共有、
要綱整備、庁内連携、(移動販売等の）事業者対応、経費の
予算化等、行政ならではの後方支援を特に意識するとよい。

まとめ
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コロナ禍前後の
第２層協議体の活動状況例

～埼玉県川島町～
令和４年度地域ささえあい協議体の活動
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支えおっぺし隊なかやま
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コロナ禍でも会話をしないで集える
「折り紙」「ぬり絵」等で、サロンを
継続できるよう協議体が支援。

川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料 16



参加者の住民も出番や役割を持ち、
集いの場をともに運営。
人の役に立つことが「いきがい」
「健康」にもつながっている。

川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

現在は、地域のつながりのために、歩
いて行ける集いの場を増やすことを新
たな目標に話し合いをしている。

手作りのゲームを作成するなど、コロ
ナ禍で身につけた知識を、コロナ後の
集いの場でも活かして活動。
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ともいき八幡

19



川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

協議体委員が地域に働きかけてボラン
ティアを募り、地域のつながりづくりと
子育て支援を目指し、地域食堂を実施。
コロナ禍では配食に変更して活動を継続。
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

配食が出来ないときは、食材を配布し、
つながりの維持と、生活支援につなげた。
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居場所での有償ボラ
ンティア「おたがい
さま」も活動を再開。

現在は、協議体委員活動が
活動拠点としている地域の
居場所「パティオ」を
時間を短縮して再開
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えんこしょ♡♪いぐさ
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

コロナ禍では、活動が出来ない代わりに、
住民の意識醸成をはかろうと「認知症サ
ポーター養成講座」を企画。
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

コロナ禍の活動を通して新たな協議体メ
ンバーも増え、現在は、サロンの再開支
援や、サロンでの生活支援を検討中。

認知症サポーター養成講座では、協議体
が協力して寸劇も実施。
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ホットコミみほや
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

リーダー会議の情報共有からヒントを
得て、コロナ禍でも会話をしないで集
える認知症サポーター養成講座を実施。
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現在は、
企業への働きかけや、
小学生との交流等、
地域と幅広くつながる
活動を検討中！

サロンでの生活支援の
取り組みにむけて、
ニーズと担い手の把握
のためのアンケートを

実施。
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ささえ愛出丸
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

コロナ禍でも会話をしないで集える
映画鑑賞を実施。おしゃべりをしな
い集いの場もあることを、他の協議
体が気付くきっかけにもなった。
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

駐在所の警察官も、地域とつながりたいと
自主的に協議体に参加。
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

コロナ禍ではオンラインでつながろう
と、SCからの情報提供で、企業（ソフ
トバンク）の協力を得て、高齢者向け
スマホ教室を実施。

現座は、出てこない人を誘おうと、
月1回の通信の発行や、
SCを通して企業に協力を依頼し、
ビューティー講座、スマホ講座など
も企画中。
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元気が一番やつほ
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

コロナ禍でも、協議体の話し合いを
継続してきた。
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

活動創出が難しい地域であるため、少し
でも地域を良くしたいという思いで協議
体のメンバーが自ら活動を企画している。

感染症対策をして、サロンを企画。

現在は、メンバーの自宅を活用した
新たな地域の集いの場を検討中。
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おみの支援隊
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

コロナ禍でサロン等の活動が出来ないた
め、その機会を利用して、住民の助け合
いへの理解を広めようと、勉強会を企画。
協議体が地域に声をかけ、50名以上が参
加した。

37



川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

協議体も話し合いに参加し、
地域住民の声を直接聞く。
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川島町第１層生活支援コーディネーター 山田 一志氏提供資料

地域に必要な活動を考えて発表。
助け合いの大切さに気付き、勉強会を
きっかけに協議体に新たなメンバーも
加わった。

現在は、サロン活動の再開支援を中心に
話し合いを進めている。
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住民の目指す地域像の実現にむけて、

住民の声を聞き、

関係者がそれぞれの立場から

住民の想いに寄り添い、

想いを活かす支援を進めていきましょう。
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